
東区の産・学・公・民・医療連携による 
健康まちづくりシンポジウム 報告 

  

平成28年2月15日 第５回まちづくり懇談会 

熊本市東区役所 保健子ども課  



報告内容 
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1. 健康まちづくりシンポジウム 

•内容 

• シンポジウムの要旨 

• ワークショップの要旨 

 

2. アンケート結果 



健康まちづくりシンポジウムの主旨 

小学校区単位の健康まちづくりとは 

誰もが住み慣れた地域で健康でいきいきと暮らせるまちをめざして、 

地域の個性や特性を活かしながら、地域住民の皆さんや関係機関団体等と一緒

に取り組む 「健康」をテーマとしたまちづくり 

シンポジウムのねらい 

 管内の産・学・公・民や医療機関等の連携 

 市民協働による健康づくりに関する機運の醸成等 

※区役所と管内医療機関とでつくる「生活習慣病対策ネットワーク連絡会」との合同開催 
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東区まちづくりビジョンの健康分野 



シンポジウム内容 

◎第１部  シンポジウム 

   コーディネーター：水野 直樹氏 

    シンポジスト  ：石橋 綾 氏（託麻南校区子育て支援ネットワーク代表） 

               戸高 幹夫氏（とだか内科クリニック院長） 

               川本 隆広氏（株式会社ローソン商品本部長） 

               荒木 紀代子氏（熊本県立大学総合管理部教授） 

               中原 裕治氏（東区役所区長） 

◎第２部  ワークショップ（２２班に分かれて開催） 

        ワーク１：テーマ「あなたが思う健康」 

        ワーク２：テーマ「楽しい健康イベントを考える」 

        まとめ発表     
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産・学・公・民・医療の立場からの発言とワークショップ 



参加 

4 

産・学・公・民・医療関係者250名の参加でした 

参加数 割合
一般市民 66人 26.4%

地域組織団体 48人 19.2%

医療機関・健診機関 33人 13.2%

ささえりあ 18人 7.2%

ボランティア 15人 6.0%

農商工、企業関係 14人 5.6%

学校関係 7人 2.8%

行政 49人 19.6%

計 250人 1



シンポジスト１ 
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石橋 綾 氏（託麻南校区子育て支援ネットワーク代表） 

託麻南校区は、将来的に息の長い
活動が出来るように、動きやすい組
織をつくっている。 

地域の名所旧跡を巡る「よかとこめぐ
り」など、住民同士のふれあいや健康
づくりにもつながる活動を行っている。 

自治会や各種団体と連携を図る。 

地域に根ざした活動を行う。 

暮らしている人たちの生活が豊かなも
のになればいいと思っている。 



シンポジスト２ 
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株式会社ローソン 九州商品部長 川本 孝広氏 

 「マチの健康ステーション」を目指している 

美味しく食べながら生活習慣病の予防や
健康づくりを目指した、商品の展開 

地域と連携しながらまちの健康を支援 

熊本市と包括連携協定を締結 

地域イベントへも協力していきたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

健康にこだわって
開発した商品 



シンポジスト３ 
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熊本県立大学総合管理学部教授 荒木紀代子氏 

 大学には知的財産を地域に貢献するという使命がある 

 「地（知）の拠点」づくり 

 現在、学生は地域に出向き、課題解決に向けて取り組んでいる
ところ 

 相談窓口「地域連携・研究推進センター」の活用を！ 



シンポジスト４ 
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とだか内科クリニック院長 戸高 幹夫氏 

現代の医療は「チーム医療」 

 さまざまなメンバーと協力して活動している 

診療においては患者さんと一緒に目標を設定し、数値の見える化など
分かりやすく情報を発信することを心がけ 

イベントでの血糖測定や健康教室など疾患予防、健康増進の取り組
みを実施 

 

 ※疾病予防、健康増進のために 

  何ができるか考えている。 

  気軽に声をかけてほしい。 



シンポジスト５ 
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東区役所 区長 中原 裕治 

地域を支える住民や団体、学校、企業、医療機関などの取り組みの
マッチングを行いたい 

住民主体の健康まちづくりのプラットホームを作るのが行政の役割（シ
ンポジウムの開催・人材育成・情報発信等） 

地域の活動が本当に健康に役に立っているのかデータとしてきちんと把
握し、地域に示すことが行政として重要 

健康づくりとは仲間がいて、集える場所があることが大切 

 何事も楽しくないと続かない。健康に関する
お祭り的なものが校区でできればと考える 



ワークショップ 

テーマ 

• ワーク１ 「あなたが思う健康」 

• ワーク２ 「楽しいイベントを考える」 

 

 

10 



テーマ１：「あなたが思う健康」 

① 健康のためにしていることは？ 

  【身体的健康】 

  （食生活）バランスのよい食事（83）・早寝早起き朝ごはん（6） 

  （運動）  健康体操（51）・ウォーキング、ランニング（69） 

  【精神的健康】 ストレスをためない（10）・充分な睡眠（18） 

  【社会的健康】 公共の掃除・イベントの参加・ボランティア  

② 健康だからできることは？ 

  （食生活）おいしく食べられる（30） 

  （運動）  ウォーキング、ランニング・自由にカラダをうごかせる 

  （社会的健康） 旅行・外出・仕事・地域の行事参加・ボランティア 

③ 健康のために“したいな” と思うことは？ 

  （食生活）バランスの取れた食事 

  （運動習慣）ウォーキング・体操・ダイエット 

  （休養）自分のために時間をつくる・睡眠 

  （心）ストレスをためない・人と話す・新しいことの挑戦・夫婦仲良く 

  （楽しみ・生きがい）旅行・地域活動                        

 

 

 

 

 

11 

一部抜粋 



テーマ２：楽しいイベントを考える 

①みんなで楽しめる健康イベントを考えよう 

   ・ラジオ体操後にウォーキング ・校区運動会 ・お笑いコンテスト 

   ・「食」をテーマとした参加型（体験型）のイベント 

   ・企画段階から地域のみんなに入ってもらうことが大切 

 

②グループで出たアイデア・ヒント 

   ・世代間の交流が出来るイベント 

   ・参加しない人も参加して欲しい  

   ・口コミで広げよう ・ささえりあなどの協力体制  

   ・仕事世代には土・日（休日）の開催が必要  

   ・地域の病院や企業に協力の依頼 
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主なもの抜粋 

楽しい健康イベント 

専門家 

イベント 

地域の

財産 



会場発表 

６グループさん 

＜地域のみんなが参加でき楽しめるイベント＞ 

朝6時に集合してまず健診を受ける。 

そしてラジオ体操をして、みんなで腹八分の朝食を食べる。 

その後、それぞれの趣味、山登りやヨガなどに参加して、最終的にはスト
レスをためないようなイベントを計画する。 

（小さい子どもさんをお持ちの参加者には子育て支援等を通して預かってもらう） 

■５グループさん 

＜集まってそしてみんなでどこかに歩いていく。そして最後に大声を出す＞
２つのプラン：玄米おにぎりを腹八分で食べる 

・託麻北の88箇所めぐりをして運動公園で大声をみんなで出し合う 

・江津湖に行く。ゆっくりウオーキングして対岸越しに大声を出す 
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コメント等 
• これまでカラダの健康を考えることが多かったが、笑顔であるとか参加し
てそこに貢献するとか、精神や社会的な健康も大切であるとのアイデア
がでていた。 

• フィードバックするとすごいことになるのではないか。 
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「楽しかった」で終わらせずに次の段階に移らせるためのヒントは 

• 進め方としてPDCAサイクルの活用 

• 健康まちづくりの目標の共有化や計画立案等、地域に関係する産
学公民医療関係者が一堂に会して行ったらどうか 

• 今回のワークショップ等の結果を「健康まちづくりヒント集」として作成
し活用する予定 



アンケート結果 
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20代 

2.5% 
３０代 

10.8% 

40代 

17.2% 

50代 

12.7% 
60代 

30.6% 

70代 

23.6% 

80代 

1.9% 

90代 

0.6% 

男 

40.2% 

女 

58.6% 

不明 

1.1% 

20代 4人 
30代 17人 
40代 27人 
50代 20人 
60代 48人 
70代 37人 
80代 3人 
90代 1人 
不明 17人 
総計 174人 

回答者数 

大変満足 

26.4% 

満足 

63.2% 

普通 

8.6% 

無回答 

1.1% 

参加しての満足度 

250人中174人（回答率70％） 

• 健康まちづくりのヒントが得られた。 
• シンポジストがバラエティーに富んでおり、内容もよく伝わった。 
• 多くの、貴重な意見、新鮮な発想等が聞けて良かった。 
• 具体的イメージがわいた。 
• 社会的健康の大切さを再認識した。 
• 様々な立場で地域で活動している方と直接意見交換ができ
た。 

• 多くの方の地域を支える熱意を感じた。  



〈各分野の意見を聞けた〉 

・多様な意見があり、新しい気づきもあった。今後の取り組みに是非つなげてほしい。 

・様々な役割を持った方がその垣根を越えて話し合う雰囲気いいなと思った。 

〈実際の活動が分かった〉       

・地域の方々が色々な活動を計画、実施されていることを知ることができた。   

・参加者の多くが地域に何らかの形で貢献されている。  

〈産学公民の取り組みについて〉 

・産学公民がうまくコラボできててすごいと思った。     

・地域からの企業への社会的要求が増加 企業も応えようとしている。    

・コンビニ食品の取組み、大学生の参加要請、地域全体を巻き込んでの町づくり。 

・県立大の学生さんと自治会等のコラボの実践が素晴らしいと思った。    

〈健康まちづくりについて〉 

・東区の地域全体で考える姿勢がとても感じられて熱い思いが伝わった。    

・東区長さんの結果の出る健康まちづくり宣言が印象に残った。     

〈活動の継続性について〉       

・継続できる活動が大切、楽しくなければ長続きしない 

・健康まちづくりのイメージ図を参考にしていきたいと思う 
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印象に残ったこと 
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健康に関する地域活動 

健康まちづくりを進めたいと思いますか 

実施して

いる 

60.3% 

実施して

いない 

27.6% 

無回答 

12.1% 

＜実施している内容＞ 

・いきいいサロン ・健康教室 ・グランドゴルフ ・8020推進員 

・大極拳指導 ・子育てネット ・PTA活動 ・地域スポーツクラブ 等 

＜実施していない理由＞ 

・子ども会役員が終わった ・何があっているのか分からない 

・子育ての真っ只中で時間がない ・機会がない 等 

はい 

92.0

% 

いいえ 

0.6% 

無回

答 

7.5% 

どのような機関
と一緒に取り
組みたいか 
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引き続き健康まちづくりを進めていくために校区内での話し合いの機会は持てそうか 

はい 

66.1

% 

いいえ 

2.9% 

無回答 

31.0

% 

＜はい＞ 

・各集会で本日のことを伝えたい 

・自治会、子ども会に協力していく 

・高齢者の支援につなげたい 

・体育協会並びに総合型スポーツにて地域の交流を深める。健康で明るい校区を目指すイ
ベントを実施し、校区の皆に参加してもらう。青少年の健全育成に役立たせる。 

・所属の老人会で健康づくりの話をしていきたい 

・面白い、興味をもった 他 

＜いいえ＞ 

・世代を超えての参加ができれば成功だが、若い家族に理解してもらう為に努力が必要 他 



ご静聴ありがとうございました 
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